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社会環境 :①非衛生,貧困な地域,スラム街 ②環境汚染地域 ③僻地
家庭環境 :①経済的に貧困,不安定 ②父および/または母不在 ③家族に重症疾患 ④無知,迷
信 ⑤育児態度不良
生物学的弱質 :〈出生前・周生期要因〉①ハイリスク妊娠・分娩より出生した子ども ②低出生体
重児 ③早期新生児期に異常を認めたもの (中枢神経系,呼吸,循環,哺乳など) ④奇形,先天









































































































国 府 町 O 訪問,保健所クリニックヘの呼出し
岩 美 町 ▲ 追跡できていないケースもある。保健所クリニックに関しては経過を追う。
福 部 村
気 高 郡
気 高 町 ○ 保健所の発達クリニックヘ受診勧奨
鹿 野 町 ○ 家庭訪問,保健所クリニックの受診勧奨












船 岡 町 ○ 乳児相談でフォロー,電話連絡
河 原 町 ○ 訪問,電話,保健所の発達クリニックヘの紹介,ω以降に関しては必要なケースは児相へ
八 東 町 ○ 経過観察の場合は健診に再呼出し,要精密の場合は電話により結果把握
若 桜 町 ○ 保健所の発達クリニックヘ呼出し,訪問,相談,電話確認
用 瀬 町 ○ 遭窪基差墾坐墾垂互三とそtゝをF相談等で
佐 治 村











倉吉 倉 吉 市 ○ 抄等聾肇歩訂岡i語霧琴,換薯堺誓錘霧場等で「Il妥,
東 伯 郡
羽 合 町 ▲ 時間がなくてできにくし
泊  村 ○ 次回健診・相談イξ呼出し (個人通知)
中
部
東 郷 町 ○ 訪問,電話,次回相談健診呼出し (児の必要に応じて行う)
三 朝 町 ○ 次回健診・相談呼出し,訪問,電話, 2才児しつけ相談,保健所クリニックの紹介
関 金 町 O 次回相談に呼出し(個人通知),保健所の発達クリニックを紹介, 2才児しつけ相談に再呼出し(個人通知)
北 条 町 ○ 次回健診。相談に呼出し,保健所の発達クリニック・厚生病院の脳小等を紹介, 2才児しつけ相談,訪問
大 栄 町 ○ 次回健診・相談に呼出し,訪問,電話, 2才児しつけ相談に再呼出し
東 伯 町 ○ 次回相談に呼出し,訪問,電話, 2才児しつけ相談に再呼出し,発達クリニック紹介













米 子 市 O ζ身こ目にi目曇稜健診脇籍蓮4魂斜震た管帰ダ佐隷 寄寮警τ豊渉ゼ;柄呆ど0リフ      _
境 港 市 ○ 次回相談に呼出し,家庭訪問,電話,必要があれば保健所の発達クリニックをを紹介
西
西 伯 郡
西 伯 町 ○ ポイント健診や次回健診に必要に応じて呼出し,西伯病院で継続して外来診察,保健所・医大を紹介
会 見 町 ○ 医師の指示により1～2か月後に再呼出し,次回健診へ呼出し
岸 本 町 O 各健診で追跡,保健所や脳小を紹介
平
日盲津村 ○ 必要に応じ指示された時チェック,未受診の場合電話又は訪問,保健所の発達クリニックの紹介
淀 江 町 ○ 健診・相談に再呼出し,後日個別に電話あるいは面談により把握
大 山 町 ○ 3か月毎の乳児健診に毎回呼出し,医療機関受診者の情報把握,定期訪問,要精検者等は事後確認
名 和 町 ○ 訪問,次回健診に呼出し







部 日 野 郡
日 南 町 O 次回健診呼出し,保健所の育成相談,発達クリニック,小児科を紹介,受診結果の確認,台帳への記録
日 野 町 O 次回健診呼出し (訪問・電話),保健所の発達クリニックの受診勧奨
江 府 町 ○ 次回健診呼出し,保健所の発達クリニックの受診勧奨,家庭訪聞
溝 口 町 O 医師の指示により数か月後の健診でフォロー,保健所の発達クリニックの紹介
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鳥 取 市 保健所クリニックヘ記録を送付 保健所からクリエック結果を返送
岩 美 郡
国 府 町 コピー などを送付 結果のコピーを返送
岩 美 町 保健所へ連絡 保健所か ら連絡
福 部 村
気 高 郡
東 気 高 町 保健所へ連絡 保健所から連絡
部
鹿 野 町 コピーを送付 結果のコピーを返送






船 岡 町 カルテの記録を送付することもある 結果連絡あ り
河 原 町 連携はとれていると思う
八 東 町 必要に応じてカルテの写しを渡す 結果報告を受けている
若 桜 町 籍 綴 慇 棄 鬼 ξ
果 報 告 あ り,医療 機 関 か ら は 0;0のみ
用 瀬 町 保健所へはカルテの写しを送付,医療機関へは母子手帳で知らせる 保健所からは写しが返る。医療機関からは母子手帳で知る
佐 治 村
智 頭 町 カルテのコピーを送付することがある コピー又は日頭で返してもらう
倉
R4





倉 泊  村 保健所へ連絡 保健所から連絡
東 郷 町 必要な時はコピー を送付 保健所,児相からは連絡がある。腑葉医紹介の場合は医師連絡を行う。
三 朝 町 コピー送付 返ってくるものとこないものがある。ご戸)については保護者へ連絡。
関 金 町 送付していなし 回 の要精検結果は保健所から返ってくる
北 条 町 コピー送付 保健所や医療機関から結果送付
大 栄 町 保健所の発達クリニックヘ連絡 保健所から連絡
東 伯 町 保健所の発達クリエックヘ連絡 問い合わせて結果を把握













米子 米 子 市




西 伯 町 医師の紹介状を送付 ほとんどなし
会 見 町 紹介する 紹介先の医師等へ直接尋ねるようにしている
岸 本 町
日吉津村 情報を提供 (カルテを直接活用することはない) 保健所からは戻されるが他はまちまちである
淀 江 町 紹介状による場合が多い 回答が返ってくる
大 山 町 カ ル テ の 写 し を 保 鱒 所 の 発 達 ク リ ニ ッ ク ヘ 。 保健所,鳥大脳小からは特に連絡あり
名 和 町 紹介する 大学病院 (心臓外来)から連絡あり






日 南 町 根雨保健所クリニックには町保健婦がつきそう,日南病院小児札 鳥大小児科などには紹介状にコピー をそえる,返事も返してもらえる。
日 野 町 カルテ等活用される場合もあるし,されない場合もある 結果が戻される場合もあるし,戻されない場合もある
江 府 町 発達クリエックには町保健婦がつきそう,経過のコピー も迷付。 発達クリニック,CD精検については結果あり
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経過を今少し詳しく述べると,1974年2月より先,1973年10月よリフェニールケトン尿症のマス








































































































































































































































































































鳥取大学教育学部研究報告 教育科学 第 29巻 第 2号 (1987)
表4 乳幼児健診医にみる市町村と医療機関の連携 (1986年度現在)















中 央 病 院 小 児 中央病院小児
開 業 小 児 ・ 内 科
開業小児,内科⑪
中央・日赤病院小児④ 中央病院小児 中央病院小児
智 頭 病 院 小 児
開 業 小 児 ・ 内 科 ④
中央 病 院小 児
厚生病院,開業小児〇
厚生病院小児厚 生 病 院 小 児
開 業 内 科 ⑮
厚生病院小児
開業 内科④
厚 生 病 院小 児
鳥 大 脳 小 ・ 開 業 小 児












































図7 乳幼児健診 にみる市町村 と医療機関の連携地図
注)表4を地図化したものである。詳しくは表4参照のこと。
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出典:『昭和60年度 児童相談所業務概要』鳥取県 (中央・倉吉・米子)児童相談所,1986,pp 2-3.
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村教育委員会,鳥取県肢体不自由児協会及び鳥取県肢体不自由児父母の会運合会を協力機関 (1986
年度)として各市町村を巡回して実施されている。重症心身障害児及び肢体不自由児を対象に,肢
体不自由登録児のフォローを行うとともに,未登録児に関しても個人通知により連絡する。各市町
村担当者が受付を行った後,専門医 (鳥取大学医学部附属病院,鳥取赤十字病院,県立中央病院,
整肢学園医師)による検診,療育指導,保健所及び病院担当者によるレントゲン検査,児童相談所
担当者による施設入所相談が行われる。肢体不自由児関係のフォロー機能を果たしている相談活動
である。
②地区巡回相談 (2歳児しつけ相談)
第H報表Ⅲ-3で示してあるように, 2歳児健診。相談に児童相談所が協力・参力日していたのは,
中央児童相談所が八東町のみ,倉吉児童相談所が管内全10市町村,米子児童相談所が5町であった。
倉吉児童相談所では,1966年度より,保健婦からの要望を受けた形で開始されている。3歳児健
診に先立つ2歳の時点で発達上問題のある児を把握するとともに経過を追う狙いがあったが,1984
年度より第 1子及び要注意児に限定する形になっている。中部の場合,既述のように,乳幼児健診
で継続指導が必要と認められた要注意児をフォローする場として現在特に位置づけられている。
2.3歳児精神発達精密検診及び事後指導
3歳児健診で精神発達に関して精密検診の必要があるとされた児について,児童相談所が連絡を
受けて実施している。1985年度で3歳児健診 (一般健診)受診児7,470人(受診率93.1%)中56人(受
診児の7.5%。)が児童相談所での精神発達精密検診を受けている。なお,当分の間経過をみたり,
積極的な指導を継続すべき児に対しては,事後指導も実施され,また,遠隔地や検診対象児が多い
場合には出張検診・指導も行われる。結果は保健所や市町村に報告される (表2)。
3.在宅重症心身障害児 (者)の訪問指導
重症心身障害児 (重度の精神薄弱と重度の肢体不自由の重複児)の家庭での療育指導を強化する
ために,専門職員として保健婦が配置されている (1967年～中央児童相談所,1968～倉吉 。米子児
童相談所,各1名)。 日常の看護の問題,生活指導や環境の改善,関係医療機関や施設との連絡調整
などを年4回以上訪問して行うとともに,肢体不自由児巡回相談にも繋げている。
4.母子療育訓練指導 (中部地区)
肢体不自由児施設のない中部地区における肢体不自由児とその母 (保護者)を対象に,診断をは
じめ日常の家庭療育に必要な療育技術の指導訓練の習得を目的に,1984年度から実施されている。
実施機関は県民生部児童家庭課と倉吉児童相談所で,整肢学園,中部福祉事務所,倉吉市福祉事務
所を協力機関として,原則として2か月に1回大栄町 トレーエングセンターで開催される (10～15
時)。 中部各市町村の保健婦,倉吉保健所,県立厚生病院,児童相談所で把握しているケース(1984
年度33件)に個人通知し,受講料は無料,参加旅費は受講者負担で行われる。医師 (整肢学園),理
学療法士,看護婦,心理判定員,同判定補助員,保健婦,身体障害者福祉司(福祉事務所),ケース
ワーカー,ボランティアが参加して,診察,判定,訓練,保育,相談などがなされる。
5。 通所指導,集団指導訓練
自閉症児,言語発達遅滞児,精神発達遅滞児等集団指導は,集団で指導した方が効果があると思
われる児を対象に行われる。倉吉児童相談所を例にみれば,児童相談所の相談ケースから親の希望
をとって, 1グループ月2回,計2グループで,心理判定員と保健婦が参加して実施されている。
情緒障害児集団指導訓練は,暴力,登校拒否等性格,行動上に問題があり,家庭・学校生活に適
応できない児を対象に,夏休み期間を利用して合宿,キャンプ等を実施するものであるが,就学後
渡部昭男。田丸尚美・中田幸雄 :鳥取県における障害児の早期発見 。対応の現状と
課題 (m)
のケースが大部分である。
6.心理相談日, こども電話相談
病院に持ち込まれる相談の中で医師が必要と認めた児について,心理学的な判定を行い,担当医
師と協力して総合的に指導しようとの趣旨の下に「,い理相談日」が開設されている。
また,県民から気軽に相談できる窓日として,1981年度から「電話相談」も設けられている。
7.障害の判定及び証明
療育手帳,特別児童扶養手当など,それぞれの法律・制度に基づき,判定 。証明を行っている。
鳥取県における母子保健事業を中心とした要注意児のフォローシステムの概要を明らかにした。
しかし,システムが実際にどのように運用されており,関係機関の連携の実態がどうであるのか,
追跡や事後指導の中身はどうであるのかについては未調査である。今後,さらに実態把握を進めた
上で,要注意児のフォローシステムがどうあるべきか,現在のシステムの長所並びに改善すべき点
についても言及したいとまた,乳幼児健診・相談で実施されている検査,手技及び問診等の内容に
関する発達心理学的検討も予定している。さらには,療育,保育,教育分野に渡る早期対応システ
ムの把握,障害,疾患別の早期発見・対応の現状の把握なども進めていく計画である。
※本稿をまとめるにあたり御協力いただきました関係の方々に心よりお礼申し上げます。
※※本稿は,共同討議の上,H-1, 3を田丸が,H-2を中田が,残りを渡部が分担執筆した。 ヽ
く,主〉
1)中山健太郎『乳幼児の健康診査とスクリー ニング』医学書院,1980.pp 8-9.
2)松井一郎・朝倉さか江編著『地域母子保健システム』ぶどう社,1982。p12.
3)大沢進,他「乳幼児健康診査事後措置のシステム化に関する研究J『母子保健医療に関する管理体系システム
開発に関する研究』(昭和55年度研究報告書)厚生省,1981,pp 145-148.
4)保健所に関しては,『衛生環境部事業概要轡(各年度)鳥取県,『衛生統計年報』(各年,但し昭和60年が最新)
鳥取県,各保健所の『事業概要』を参照するととも,各保健所に対して聞きとり調査や資料の提供の協力を
お願いした。
5)先天異常モニタリングシステム・鳥取方式に関しては,①安東吾郎「鳥取県における心身障害児の発生と予
防-2・3のこころみ―」『鳥取医学雑誌J第7巻第2号,1979 ②安東吾郎「鳥取県における新生児奇形モ
ニタリングシステム」『鳥取医学雑誌』第9巻増刊号,1981 ③安東吾郎「鳥取県における先天異常モニタリ
ングシステムーとくに,母子保健事業との関連について一」『鳥取医学雑誌』第■巻第2号,1983 ④③③大
沢進,他「フィールドにおける先天異常の発生に関する研究 (鳥取班)」『厚生省心身障害研究 先天異常の
モニタリングに関する研究』(昭和55,56,57年度研究報告書),1981,1982,1983 ⑦竹下研三,他「先天
異常モニタリングシステムー鳥取方式」『産科と婦人科』第49巻第2号,1982 ③江草安彦『ノーマリゼーシ
ョンヘの道』全国社会福祉協議会,1982,pp 98-99.の各文献を参照した。
6)児童相談所に関しては,『民生部事業概要』(各年度)鳥取県,『児童相談所業務概要コ(各年度)鳥取県児童
相談所を参照した。また,必要に応じて聞きとり調査への協力をお願いした。
(昭和62年8月31日受理)
